
令和4年3月25日

○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

PTA、親児（おやじ）の会等保護者と連携し、それ
ぞれの役割を明確にした教育活動を充実させる。

１：「学校は、地域の力を積極的に活用
し、地域と連携した教育活動をしている」
と回答する保護者が７０％未満

中学校やおおたっ子広場など、地域の関係機関と
の連携を積極的に進め、教育活動を充実させる。

９9．6％の保護者
が肯定的に捉えて
いる。制限の多い中
地域の力を借りた
教育活動を多く実
施してきたことに対
する評価と考える。
感染症収束後には
さらに充実させてい
く必要がある。

２：「学校は、地域の力を積極的に活用
し、地域と連携した教育活動をしている」
と回答する保護者が７０％以上

・志茂田小は一町会一学校のため、良
い連携が取れていると思う。中学校の
PTAとも良い関係を持っていると思う。
・コロナ禍で学校と地域の交流がほと
んどないため、ホームページでしか子ど
もたちを見れないのが残念である。
・保護者をはじめ地域や我々の声に耳
を傾けたくさんの意見に添っていただき
感謝しています。このような状況下でも
新たな取り組みが毎年増え、充実した
活動が行えております。
・学校・地域のため努力します。
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学校・家庭・地域が担う役割な
どを明確にし、地域に開かれた
教育の実現を目指します。
また、相互の連携を深め、子ど
もを育てる仕組みを作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本情
報、児童・生徒の活動情報等をホームページ等で
公開及び更新することにより、積極的に情報を発
信する。

４：「学校は、地域の力を積極的に活用
し、地域と連携した教育活動をしている」
と回答する保護者が９０％以上

B

学校関係者コメント

校内委員会等を確実に実施し、学校における特別
支援教育を推進する。

B
２：「私は授業の内容がよくわかります」
と回答する児童が７０％以上「「子供は、
授業の内容がよく分かっている」と回答す
る保護者が７０％以上

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の変容
等の具体的な資料を作成して、評価に必要な学校
の情報を適切に提供し、適正な評価を受けるよう
努める。

３：「学校は、地域の力を積極的に活用
し、地域と連携した教育活動をしている」
と回答する保護者が８０％以上

学校支援地域本部と連携するなどして、地域力を
生かした特色ある教育活動を実践する。

一人当たり年間３回の授業観察を教員間で見合
い、成果と課題を明確にし授業力を高める。

４：「私は授業の内容がよくわかります」
と回答する児童が８５％以上「「子供は、
授業の内容がよく分かっている」と回答す
る保護者が８５％以上

・生活習慣を身につけて体力向上にも
目指してほしいです。
・今の子どもたちは体力の低下が著し
いので、スポーツに興味を持てるよう
に。
・校長、副校長先生自ら先陣きって楽し
く体を動かす様子は、子どもたちにとっ
て何より喜びと感じています。
・食育＋スポーツ、大人の意識向上も必
要かと。

給食指導及び教科等における指導を通して、食生
活の充実・改善をねらいとした「食育」を推進する。

３：「体を動かすことが好き」と回答する
児童が８０％以上「学校は子供たちの体力
向上に取り組んでいる」と回答する保護者
が８０％以上

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主任教
諭が助言・支援を行う校内研修等を実施しOJTを
充実させる。

３：「私は授業の内容がよくわかります」
と回答する児童が８０％以上「「子供は、
授業の内容がよく分かっている」と回答す
る保護者が８０％以上

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自身の
授業改善に生かす。

児童の88.9％保護
者の96.3％が肯定
的な評価である。
ワークテストや学力
調査等の結果を分
析し授業改善を
PDCA化することに
より学習意欲を高
める指導を担保す
る。
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スポーツに親しむ心の育成や、
運動習慣の定着による体力の
向上など、生涯にわたって健康
増進を図る意識の向上をめざ
します。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通して、
児童・生徒や保護者に対し、望ましい生活習慣に
ついての意識啓発を行う。

４：「体を動かすことが好き」と回答する
児童が８５％以上「学校は子供たちの体力
向上に取り組んでいる」と回答する保護者
が８５％以上

・授業や学校生活を公開してもらい見
れて大変良いと思います。
・教職員の努力で子どもたちが学習に
前向きになっていると思う。
・忙しい合間をぬって様々な分野につい
て研修などに行かれ、実践に生かされ
ています。
・チームワークと向上心を持った更なる
取り組みに期待します。

１：「私は授業の内容がよくわかります」
と回答する児童が７０％未満「「子供は、
授業の内容がよく分かっている」と回答す
る保護者が７０％未満

保護者の99.1％が肯
定的な評価をしている。
これはこのような状況
の中、運動会や持久走
大会を公開で実施した
ことが大きいと考える。
また駅伝大会への取り
組みや2月に予定され
ている学年別リレー大
会の実施が高い評価を
得たと考える。他方児
童は肯定的に回答した
割合が66.7％であっ
た。年間を通した運動
量の確保が課題であ
る。
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児童・生徒が安全・安心に学
校生活を送るために、教員の
指導力向上と良質な教育環境
をつくります。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改善に生
かす。

A２：「体を動かすことが好き」と回答する
児童が７０％以上「学校は子供たちの体力
向上に取り組んでいる」と回答する保護者
が７０％以上

１：「体を動かすことが好き」と回答する
児童が７０％未満「学校は子供たちの体力
向上に取り組んでいる」と回答する保護者
が７０％未満

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生徒に
関するケース会議等を実施する。

１：「わたしにはよいところがあります」
と回答する児童が７０％未満「学校は、子
供の自己肯定感を育む指導を工夫してい
る」と回答する保護者が７０％未満

校内研究と連動しながら、児童が主体的に考え話
し合いを通して深く学ぶ学習活動を通して、児童の
自己肯定感を高める授業を実践している。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機会を
通して運動習慣の確立を推進する。

「一校一取組」「マイクラススポーツ」を取り入れ、
年間を通して体力向上に取り組んでいる。

２：「わたしにはよいところがあります」
と回答する児童が７０％以上「学校は、子
供の自己肯定感を育む指導を工夫してい
る」と回答する保護者が７０％以上

・一人一人が社会のルールを学びなが
ら、他人にもやさしくできて考える心を
持ってほしい。
・自分中心な子どもが多いように思わ
れるので、道徳教育を中心に優しい人
間になるよう指導してくれるように。
・一人ひとりが意見を持ち、のびのびと
発言している様子は志茂田の良いとこ
ろと感じています。安心して何でも言え
る環境があってこそと思います。
・人の気持ちを理解出来るような心の
育成に期待しています。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、都及
び区の資料を活用した授業等を行う等道徳指導
充実のための取組を行う。

３：「わたしにはよいところがあります」
と回答する児童が７５％以上「学校は、子
供の自己肯定感を育む指導を工夫してい
る」と回答する保護者が７５％以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結果よ
りストレス症状のみられる児童・生徒に対して組織
的に対応する。
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子ども一人ひとりの正義感や
自己肯定感、自己有用感など
を高めるとともに、自他の生命
を尊重する心を育成するなど、
未来への希望に満ちた豊かな
心をはぐくみます。
　

小中一貫による教育の視点に立った生活指導の
充実により、社会のルールや学校のきまりなどを守
ろうとする意識を高める。

４：「わたしにはよいところがあります」
と回答する児童が８０％以上「学校は、子
供の自己肯定感を育む指導を工夫してい
る」と回答する保護者が８０％以上

B
学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未然
防止、早期発見等のための取組を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

１：「先生たちは、分かりやすい授業に努
め、学習指導を工夫している」と回答する
児童が７０％未満保護者が７０％未満

朝算数や朝読書の時間を活用し、基礎的な計算
力、語彙力の向上を図る。

この項目について
は、児童の88．9％
保護者の９７．7％
が肯定的な評価を
している。昨年と比
較すると児童は約
6％減少している。
保護者は、児童が学
習をしている姿をほ
とんど参観できてい
ないため、より一層
授業改善に取り組
む必要がある。

保護者の97.2％及
び児童の88．9％
が肯定的な評価を
している。昨年度に
引き続き今年度も
自己肯定感の醸成
を校内研究に位置
付け教育活動を
行ってきた。成果と
課題を明らかにし来
年度につなげる。
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児童・生徒一人ひとりの学ぶ
意欲を高め、確かな学力を定
着させます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひとり
の学習のつまずきや学習方法について、指導する。

４：「先生たちは、分かりやすい授業に努
め、学習指導を工夫している」と回答する
児童が８５％以上保護者が８５％以上

B
２：「先生たちは、分かりやすい授業に努
め、学習指導を工夫している」と回答する
児童が７０％以上保護者が７０％以上

・コロナ禍によって最大限教育に関して
様々な工夫を考えて先生も大変だと思
う。
・子ども目線で教育されているので素
晴らしい。
・様々な機会や人材や場面を活用し、マ
イナスもプラスに変換し、子どもたちの
ことを第一に考え学ぶ環境を提供してく
ださっています。
・何事も柔軟に対応出来る子どもの育
成を期待します。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、「おおた
のものづくり」を生かした体験活動や理数授業等
を実施する。

３：「学校は、全ての教育活動において、
子供の人権を尊重する姿勢で指導に当たっ
ている」と回答する保護者が７５％以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ機器
を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目指し、
人権教育資料等を活用した授業を実施する。

・一人一人の学ぶ気持ちを考えて、それ
ぞれの教育方針を考えていると思いま
す。
・これからも子どもたちの学習のつまづ
きがないように努力してください。
・宿題や提出物を毎朝きちんと提出さ
せ、習慣化している様子です。
・基礎力の向上に期待します。

算数・数学到達度をステップ学習チェックシートで
児童・生徒、保護者に知らせる。 ３：「先生たちは、分かりやすい授業に努

め、学習指導を工夫している」と回答する
児童が８０％以上保護者が８０％以上

学習補助員等による算数・数学・英語の補習を実
施する。
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　コミュニケーション能力、情報
活用能力、ともに生きる力等、
これからの社会の変化にしな
やかに対応する子どもの力と
自信を身に付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国の方々
とのコミュニケーション能力の育成等を図ってい
る。

４：「学校は、全ての教育活動において、
子供の人権を尊重する姿勢で指導に当たっ
ている」と回答する保護者が８０％以上

B

９7．７％の保護者
が「学校は、全ての
教育活動において、
子供の人権を尊重
する姿勢で指導に
当たっている」と回
答した。このような
状況の中、子供第
一の視点で一人一
人を大切にすること
に徹したことに対す
る評価と考える。

２：「学校は、全ての教育活動において、
子供の人権を尊重する姿勢で指導に当たっ
ている」と回答する保護者が７０％以上

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画を作
成し、計画に基づいた体育指導や「一校一取組」
運動や「一学級一実践」運動を実践する。

１：「学校は、全ての教育活動において、
子供の人権を尊重する姿勢で指導に当たっ
ている」と回答する保護者が７０％未満

養護教諭、栄養教諭と連携し、全学級で健康教育
及び食育を実施する。

学校経営の基本方針である「安心、安全で楽しく学べる『子どもが主役』の学校」「教職員が情熱と使命感にあふれ、互いに高め合い協働する学校」「地域、保護者から信頼され、地域の教育拠点として地域、保護者と協働して子どもたちを育む学校」を
目指し、コロナ禍の中でも「今できることを全力で」行っている。成長的マインドセット（やればできる・努力を続ける子、挑戦する子を全力で応援）と親和的関係性の構築を指導の基幹に据え、児童の自尊感情を育てること、共生社会の一員としての自
覚を養うことに重きを置いて日々の教育活動を行っている。一町会一学校という特長を生かし、地域の皆様、スクールサポート志茂田、PTAと連携協働し、ともに育てる教育を大切にしている。感染症対策により様々な交流が制限される中、学校ホームペー
ジで日々の児童の様子を毎日発信し、志茂田小学校に関わってくださる方々への情報提供を行っている。質の高い学びと心身の健康増進の実現に向け、教職員一丸となって教育活動を推し進めていく。

令和３年度　大田区立志茂田小学校　自己評価　報告書

大項目 目標 取組内容 目標に対する成果指標 成果評価
これまでの取組
今後の改善策


